
中
支
を
征
く
（
百
六
師
団
）
　 

大
分
県
　
羽
田
野
徹
　 

大
正
六
年
七
月
十
九
日
生
れ
の
昭
和
十
三
年
徴
集
兵
で
あ
り

ま
す
。
当
時
既
に
支
那
事
変
は
戦
線
を
拡
げ
つ
づ
け
、
国
内
は

■
介
石
膚
懲
の
声
に
満
ち
満
ち
て
い
ま
し
た
。
昭
和
十
三
年
九

月
十
日
、
補
充
兵
と
し
て
野
砲
歩
第
六
連
隊
（
第
六
師
団
）
補

充
隊
に
入
隊
し
ま
し
た
。
教
育
を
充
分
受
け
ぬ
ま
ま
翌
月
十
五

日
に
は
馬
輸
送
の
た
め
門
司
港
を
出
帆
で
す
。
上
海
戦
は
緊
迫

し
、
兵
器
・
馬
匹
の
輸
送
が
緊
急
の
要
務
だ
っ
た
た
め
、
私
た

ち
初
年
兵
も
上
海
へ
派
遣
さ
れ
た
わ
け
で
す
。

十
二
月
三
十
日
、

上
海
を
出
帆
し
、
昭
和
十
四
年
一
月
四
日
、
門
司
港
へ
着
い
た

の
で
す
。

と
こ
ろ
が
、
翌
一
月
五
日
、
一
等
兵
に
進
級
で
す
か
ら
、
馬

輸
送
間
が
一
期
の
検
閲
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
更
に
驚
い
た
こ

と
に
、
野
砲
兵
第
一
〇
六
連
隊
（
第
一
〇
六
師
団
）

、
松
浦
部
隊

（
師
団
長
松
浦
淳
六
郎
中
将
）

、
宇
賀
部
隊（
連
隊
長
宇
賀
武
中

佐
）

、
小
屋
迫
隊
に
転
属
を
命
ぜ
ら
れ
、
翌
六
日
、
屯
営
出
発
、

七
日
門
司
港
出
帆
、
八
日
、
上
海
上
陸
と
い
う
、
ま
こ
と
に
あ

わ
た
だ
し
い
行
動
で
す
。
い
く
ら
軍
隊
と
は
い
え
、
一
月
四
日

に
上
海
か
ら
帰
り
、
進
級
、
転
属
の
う
え
、
一
月
七
日
門
司
出

帆
で
す
か
ら
内
地
の
土
を
踏
ん
だ
の
は
丸
三
日
間
だ
け
で
す
。

翌
八
日
に
は
再
び
上
海
へ
上
陸
し
ま
し
た
。

何
故
こ
の
よ
う
に
私
た
ち
の
部
隊
が
補
充
さ
れ
た
か
は
、
当

時
の
支
那
事
変
の
戦
歴
を
み
れ
ば
一
応
は
納
得
出
来
る
と
思
い

ま
す
。

【
参
考
解
説
】

昭
和
十
二
年
八
月
　
上
海
事
変
勃
発
、
四
個
師
団
動
員
と
四

個
師
団
動
員
準
備

九
月
　
上
海
方
面
増
派
の
た
め
第
一
〇
一
師
団
等
第
五
次
動

員
下
令
。

十
一
月
　
第
十
軍
（
柳
川
軍
司
令
官
）
杭
州
湾
上
陸
、
上
海

戦
線
の
背
後
を
つ
く
。
中
支
那
方
面
軍
編
成
（
松
井
軍
司

令
官
）
中
支
那
方
面
軍
南
京
占
領
。

昭
和
十
三
年
　
陸
相
、
長
期
戦
に
臨
時
将
兵
の
心
構
え
を
全



軍
に
訓
示
。

五
月
　
第
十
三
師
団
徐
州
占
領
。

六
月
　
中
支
派
遣
軍
・
海
軍
、
安
慶
占
領
。

七
月
　
張
鼓
峯
事
件
。

八
月
　
政
府
「
支
那
事
変
処
理
方
針
」
決
定
。

九
月
　
広
東
攻
略
作
戦
関
係
兵
団
幕
僚
作
戦
打
合
せ
。

十
月
　
第
一
〇
六
師
団
江
西
省
徳
安
で
中
国
軍
に
包
囲
さ
れ

苦
戦
。
広
東
地
区
占
領
。
漢
口
、
武
昌
、
漢
陽
（
武
漢
三

鎮
）
占
領
。

十
一
月
　
近
衛
首
相
、
東
亜
新
秩
序
建
設
声
明
す
（
中
国
現

政
府
参
加
拒
否
せ
ず
）

。
■
介
石
、
重
慶
で
徹
底
抗
戦
決

意
演
説
。

十
二
月
　
近
衛
三
原
則
（
善
隣
友
好
・
共
同
防
共
・
経
済
提

携
）
声
明
。

昭
和
十
四
年
一
月
、
近
衛
内
閣
総
辞
職
。

二
月
　
海
南
島
占
領
。
中
国
軍
機
数
機
台
湾
に
来
襲
。

三
月
　
航
空
部
隊
重
慶
猛
爆
。
ヒ
ッ
ト
ラ
ー
、
チ
ェ
コ
侵
入
。

二
月
十
日
　
第
一
〇
六
野
砲
兵
連
隊
第
六
中
隊
に
編
入
。
二

十
日
箸
湲
付
近
警
備
並
に
戦
闘
参
加
、
こ
れ
が
初
陣
と
い

え
ま
す
。

二
月
二
十
七
日
よ
り
三
月
二
日
ま
で
南
昌
攻
略
戦
、
箸
湲
付

近
よ
り
徳
安
西
南
地
区
に
前
進
。

三
月
二
日
よ
り
三
月
二
十
一
日
ま
で
修
水
河
戦
参
加
。

私
が
参
加
し
た
こ
の
修
水
河
渡
河
作
戦
に
つ
い
て
述
べ
ま
す
。

「
国
を
出
て
か
ら
幾
月
ぞ
、
共
に
死
ぬ
気
で
こ
の
馬
と
、
攻

め
て
進
ん
だ
山
や
河
、
執
っ
た
手
綱
に
血
が
通
う
」
私
た
ち
野

砲
兵
は
馬
部
隊
で
野
砲
は
輓
馬
に
よ
っ
て
行
動
出
来
る
の
で
す
。

「
お
い
若
松
（
私
の
旧
姓
）

、
お
い
若
松
」
と
言
う
声
に
ふ
と

目
が
醒
め
我
に
か
え
る
。
よ
く
五
十
年
前
の
夢
を
見
ま
す
。
今

だ
に
頭
か
ら
消
え
ぬ
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

昭
和
十
四
年
三
月
二
十
日
、
修
水
河
渡
河
戦
前
の
こ
と
か
ら

お
話
い
た
し
ま
す
。
昭
和
十
四
年
一
月
一
日
、
午
前
零
時
、
敵

逆
襲
と
の
緊
急
報
告
で
す
。
当
時
元
旦
に
は
百
一
発
の
実
弾
を

敵
陣
地
に
ぶ
ち
込
ん
で
祝
砲
に
か
え
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
そ

う
で
、
あ
わ
て
る
こ
と
な
く
中
隊
砲
列
に
報
告
す
る
と
と
も
に

準
備
し
た
と
お
り
射
ち
ま
く
り
ま
し
た
。
我
々
、
百
発
百
中
の

射
撃
効
果
を
挙
げ
、
沈
着
に
敵
を
撃
退
さ
せ
、
し
か
も
我
方
人

馬
共
に
何
等
損
害
も
な
く
、
小
屋
迫
隊
の
勇
名
を
天
下
に
轟
か



し
た
と
い
い
ま
す
。

そ
の
後
、
前
に
述
べ
た
二
月
十
日
、
押
領
司
少
尉
た
ち
十
六

名
（
私
を
含
め
）
が
此
処
で
充
員
さ
れ
て
勢
い
が
出
来
た
の
で
、

新
し
い
中
隊
編
成
に
よ
り
、
二
十
六
日
当
地
出
発
、
い
よ
い
よ

修
水
河
渡
河
戦
へ
と
向
か
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
。

連
日
降
っ
た
り
、
や
ん
だ
り
の
雨
、
工
兵
啄
が
新
し
く
造
っ

て
く
れ
た
道
で
す
。
し
か
も
、
そ
の
道
を
次
々
と
何
千
何
万
と

い
う
人
馬
、
車
両
が
通
る
の
で
、
泥
濘
は
腰
を
没
す
る
と
い
う

が
、
泥
濘
馬
原
に
達
す
る
ぬ
か
る
み
で
す
。
そ
れ
こ
そ
、
人
馬

一
体
と
な
っ
て
気
合
づ
く
め
の
難
行
軍
で
し
た
。

修
水
河
渡
河
作
戦
は
三
月
二
十
日
午
後
四
時
を
期
し
、
全
軍

大
小
さ
ま
ざ
ま
な
砲
門
、
三
百
五
十
門
は
開
い
て
一
斉
に
開
始

さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
砲
弾
は
午
後
六
時
ま
で
に
射
ち
終

え
、
夕
闇
迫
る
川
面
に
、
ま
た
山
間
に
響
き
わ
た
り
、
こ
の
世

と
も
思
え
ぬ
凄
惨
さ
で
し
た
。

こ
の
時
、
我
が
中
隊
の
三
分
隊
に
敵
の
迫
撃
砲
弾
が
命
中
し

て
沢
山
の
負
傷
者
、
戦
死
者
を
出
し
ま
し
た
。
ま
ず
負
傷
者
の

収
容
で
す
。
惨
状
は
目
を
お
お
う
も
の
が
あ
り
、
肉
片
や
血
が

飛
び
、
既
に
戦
死
さ
れ
た
人
も
あ
り
ま
す
。
私
た
ち
は
夢
中
で

戦
友
を
収
容
し
繃
帯
所
へ
運
び
ま
し
た
。

更
に
部
隊
は
前
進
で
、
闇
の
中
を
歩
き
廻
り
、
空
が
明
る
く

な
っ
て
や
っ
と
方
位
が
わ
か
り
ま
し
た
。

二
十
一
日
の
明
け
方
、

大
砲
、
人
馬
と
と
も
に
渡
河
が
始
ま
り
ま
し
た
。
小
銃
弾
が
何

処
か
ら
と
も
な
く
、
ビ
ュ
ン
、
ビ
ュ
ン
と
飛
ん
で
来
る
。
そ
ん

な
危
険
の
中
無
事
渡
河
を
終
わ
り
小
休
止
と
な
り
ま
し
た
。

周
囲
を
見
て
廻
る
と
、
中
国
兵
の
死
体
の
中
に
日
本
兵
の
戦

死
体
が
お
り
ま
し
た
の
で
、
直
ぐ
そ
ば
ま
で
行
き
ま
す
と
、
鉄

冑
が
ザ
ク
ロ
の
よ
う
に
裂
け
、
壮
烈
な
戦
死
で
し
た
。
背
の
う

を
取
り
、
鉄
冑
を
は
ず
し
、
背
の
う
か
ら
タ
オ
ル
を
出
し
、
頭

を
包
み
、
外
套
を
掛
け
、
日
本
兵
と
判
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

そ
の
時
、
戦
死
者
の
手
帳
に
昨
日
ま
で
の
こ
と
が
書
い
て
あ
り

ま
し
た
。
母
の
シ
ゲ
ノ
さ
ん
が
見
送
り
に
現
隊
に
来
た
様
子
や
、

熊
本
県
南
関
街
猿
渡
熊
雄
と
あ
り
、
一
寸
の
時
間
で
し
た
が
、

余
り
に
も
強
烈
な
印
象
で
、
い
ま
だ
に
頭
に
残
り
、
一
生
忘
れ

る
こ
と
は
な
い
と
思
い
ま
す
。

第
一
〇
六
部
隊
（
師
団
）
は
前
進
停
止
の
命
令
が
出
ま
し
た
。

次
の
目
的
地
「
南
昌
」
は
第
一
〇
一
師
団
の
手
に
よ
っ
て
完
全

に
占
領
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
南
昌
警
備
は
第
一
〇
一
師
団
。
我



が
第
一
〇
六
師
団
は
奉
新
及
安
義
地
区
の
警
備
の
任
に
つ
く
べ

し
と
い
う
命
令
を
受
け
ま
し
た
。
私
共
小
屋
迫
隊
も
後
戻
り
し

て
奉
新
へ
と
向
か
い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
南
昌
攻
略
と
、
意
気

込
ん
で
い
た
の
で
、
何
か
気
の
抜
け
た
感
は
あ
り
ま
し
た
。
奉

新
付
近
の
警
備
の
た
め
四
月
か
ら
九
か
月
も
お
り
ま
し
た
が
、

そ
の
間
マ
ラ
リ
ア
で
多
く
の
戦
友
を
失
い
ま
し
た
。

次
に
軍
歴
を
列
記
し
て
み
ま
す
と
、

九
月
十
三
日
よ
り
二
十
一
日
ま
で
、
■
湘
会
戦
（
■
＝
江
西

省
、
湘
＝
湖
南
省
）
高
安
（
瑞
州
）
付
近
の
殲
滅
戦
参
加
。

二
十
二
日
よ
り
十
月
十
八
日
ま
で
、
■
湘
会
戦
岑
及
修
水

河
孟
の
戦
闘
参
加
。

十
月
十
九
日
よ
り
十
一
月
二
十
五
日
ま
で
■
湘
会
戦
後
の
警

備
。

第
一
〇
六
師
団
の
師
団
長
は
中
井
良
太
郎
中
将
で
す
が
、
昭

和
十
五
年
四
月
内
地
復
帰
の
命
が
あ
り
、
私
達
は
独
立
混
成
第

十
八
旅
団
砲
兵
隊
に
転
属
に
な
り
ま
し
た
。

独
立
混
成
第
十
八
旅
団
は
安
義
に
お
い
て
、
昭
和
十
四
年
十

一
月
七
日
に
編
成
さ
れ
、
旅
団
長
は
萱
島
高
少
将
、
旅
団
砲
兵

隊
長
は
山
崎
周
一
郎
中
佐
で
し
た
。
同
旅
団
は
独
立
歩
兵
第
九

十
二
、
九
十
三
、
九
十
四
、
九
十
五
、
九
十
六
の
五
個
大
隊
と
、

旅
団
砲
兵
、
同
工
兵
、
同
通
信
隊
で
編
成
さ
れ
た
の
で
す
。

十
一
月
二
十
六
日
、
転
属
以
来
の
軍
略
歴
は
次
の
と
お
り
で

す
。

十
二
月
七
日
ま
で
編
成
及
び
輪
送
業
務
。

十
二
月
八
日
よ
り
二
十
六
日
ま
で
十
四
年
冬
季
作
戦
に
お
け

る
武
寧
付
近
の
警
備
・
戦
闘
。

昭
和
十
五
年
一
月
十
日
よ
り
三
月
十
五
日
、
部
隊
は
漢
口
移

駐
と
な
り
そ
の
輸
送
業
務
。

三
月
十
六
日
よ
り
四
月
二
十
八
日
、
十
四
年
冬
季
作
戦
後
に

お
け
る
武
漢
付
近
警
備
。

四
月
二
十
九
日
よ
り
七
月
三
十
一
日
、
宜
昌
作
戦
（
長
沙
作

戦
中
）
に
お
け
る
武
漢
付
近
の
警
備
。

八
月
一
日
よ
り
三
十
一
日
、
當
陽
（
宜
昌
東
方
約
五
十
キ

ロ
）
付
近
に
移
駐
に
伴
う
輸
送
。

九
月
一
日
よ
り
十
一
月
十
六
日
、
當
陽
付
近
の
警
備
並
び
に

戦
闘
。
十
七
日
よ
り
三
十
日
、
漢
水
作
戦
に
お
け
る
潭
河
、

河
孟
並
び
に
當
陽
付
近
の
戦
闘
。

昭
和
十
六
年
三
月
一
日
よ
り
五
月
四
日
、
豫
南
（
豫
は
河
南



省
の
略
）
作
戦
後
に
お
け
る
警
備
。

五
月
五
日
よ
り
江
北
殲
滅
作
戦
、
遠
安
並
び
に
観
音
寺
北
方

地
区
の
戦
闘
。

五
月
十
六
日
よ
り
七
月
十
二
日
、
江
北
作
戦
後
に
於
け
る
當

陽
付
近
の
警
備
。

七
月
十
三
日
よ
り
二
十
六
日
、
皂
市
付
近
の
警
備
並
び
に
戦

闘
。

二
十
七
日
よ
り
九
月
四
日
、
皂
市
付
近
の
戦
闘
並
び
に
輸
送

業
務
。

中
支
に
お
け
る
業
務
は
こ
れ
で
終
わ
り
ま
し
た
。

九
月
四
日
、
兵
長
に
進
級
し
、
西
部
第
二
十
一
部
隊
に
転
属

を
命
ぜ
ら
れ
、
同
日
京
山
（
湖
北
省
西
部
応
山
西
北
方
）
を
出

発
。
同
月
十
日
漢
口
出
発
。
十
六
日
宇
品
上
陸
。
二
十
日
西
部

第
二
十
一
部
隊
到
着
、
二
十
数
日
間
同
部
隊
に
居
り
、
十
月
十

六
日
に
召
集
解
除
と
な
り
、
満
三
年
一
か
月
余
の
軍
隊
生
活
を

終
わ
り
ま
し
た
。

憶
え
ば
戦
死
、
戦
病
死
を
さ
れ
、
故
国
に
生
還
出
来
な
か
っ

た
多
く
の
先
輩
、
戦
友
、
後
輩
の
方
々
に
対
し
歌
を
記
し
ま
す
。

皇
国
に
身
を
捧
げ
　
花
と
散
り
に
し
ま
す
ら
を

幾
千
代
か
け
て
　
靖
国
の
神
と
し
ま
つ
る
時
は
来
ぬ

【
解

説
】

独
立
混
成
第
十
八
旅
団
は
「
広
部
隊
」
と
な
り
、
中
支
第
十

一
軍
の
隷
下
で
勇
名
を
馳
せ
ま
し
た
。
そ
の
後
旅
団
は
、
昭
和

十
七
年
二
月
、
独
立
歩
兵
第
九
二
、
九
三
、
九
四
、
九
五
、
九

六
、
一
〇
六
、
一
〇
七
、
一
〇
八
の
独
立
歩
兵
八
個
大
隊
、
二

個
旅
団
（
第
五
十
一
、
第
五
十
二
）
及
び
、
師
団
工
兵
隊
、
師

団
通
信
隊
、
師
団
輜
重
隊
、
野
戦
病
院
、
病
馬
■
を
以
て
、
第

五
十
八
師
団
と
し
編
成
さ
れ
ま
し
た
。

昭
和
十
九
年
、
二
十
年
の
湘
桂
作
戦
に
お
い
て
は
長
沙
、
衡

陽
、
全
県
で
奮
戦
、
更
に
桂
林
攻
略
、
作
戦
末
期
に
は
広
西
省

よ
り
、
撤
退
す
る
第
十
一
軍
の
基
幹
部
隊
と
し
功
を
挙
げ
ま
し

た
。江

西
省
の
南
昌
を
中
心
と
す
る
一
帯
の
敵
は
、
か
っ
て
の
上

海
に
も
比
す
べ
き
堅
固
な
陣
地
を
十
重
は
た
重
に
築
き
、
羅
卓

英
を
総
指
揮
官
と
し
、
東
方
地
区
を
商
震
の
第
三
十
二
軍
、
西

方
か
ら
南
方
地
区
を
欧
振
の
第
四
軍
、
王
敬
久
の
第
二
十
五
軍
、

修
水
河
付
近
に
夏
首
勛
の
第
七
十
八
軍
を
配
し
て
、
総
兵
力
は



一
七
個
師
約
二
十
万
と
い
わ
れ
て
い
た
。

こ
の
よ
う
な
大
軍
で
水
も
洩
ら
さ
ぬ
戦
備
を
整
え
、
殊
に
そ

の
第
一
線
た
る
修
水
河
一
帯
に
は
長
遠
な
縦
深
陣
地
を
設
け
、

中
央
（
■
介
石
）
直
系
軍
七
個
師
が
頑
張
っ
て
い
た
の
で
、
こ

の
渡
河
戦
は
空
前
の
作
戦
で
あ
っ
た
。




